
高
橋

八
重
典
議
員

無
会
派

災
害
時
に
市
と
自
主
防
災
会
と
の
連
携
を

円
滑
に
す
る
た
め
に
市
が
す
べ
き
こ
と
は
？

問⑴

災
害
時
、
自
主
防
災
会
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
尋
ね
る
。

⑵

連
携
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
も
、︵
市
民
の
︶
意
識
向
上
に
、

行
政
と
し
て
市
民
側
に
踏
み
込

ん
だ
形
は
と
れ
な
い
か
。

⑶

仮
庁
舎
の
耐
震
性
と
、
本

庁
舎
で
災
害
対
応
を
す
る
場
合

と
仮
庁
舎
で
の
対
応
に
差
は
あ

る
か
。

⑷

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る

協
定
都
市
は
あ
る
か
。
あ
る
場

合
、
証
明
書
な
ど
の
代
行
業
務

は
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
ま
た

情
報
交
換
な
ど
の
交
流
は
し
て

い
る
の
か
。

⑸

津
波
対
策
に
つ
い
て
、
以

前
か
ら
進
め
て
い
る
民
間
の
避

難
所
協
定
状
況
を
尋
ね
る
。

訓
練
を
通
し
て
全
体
の

意
思
統
一
を
図
っ
て
い
き
た
い

答

総
務
部
長

⑴

ま
ず
自
主
防
災
会
と
の
情

報
共
有
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

情
報
と
は
、
避
難
情
報
、
被
災

情
報
、
物
資
供
給
な
ど
に
係
る

も
の
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

各
世
帯
に
細
か
く
ま
と
め
て
伝

え
て
い
た
だ
く
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
避
難
が
長
期
に
な
っ

た
場
合
、
避
難
所
の
運
営
が
想

定
さ
れ
る
が
、
民
生
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
深
め

て
、
避
難
者
自
身
の
協
力
も
得

な
が
ら
運
営
す
る
こ
と
も
市
と

の
連
携
と
し
て
担
っ
て
い
た
だ

く
考
え
で
あ
る
。

⑵

自
主
防
災
会
全
体
会
の
中

で
講
義
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位

で
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い

る
。
現
状
は
自
主
防
災
会
の
取

り
組
み
に
温
度
差
が
あ
り
、
訓

練
に
も
差
が
あ
る
の
で
、
市
で

は
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単

位
で
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ
︵
避
難
所
運
営
︶

訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。
訓
練

を
通
し
て
全
体
の
意
思
統
一
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

⑶

仮
庁
舎
は
、
昭
和

年
の

56

新
建
築
基
準
法
に
適
応
し
て
い

る
。災

害
対
応
と
し
て
は
、
十
四

山
支
所
で
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
。

庁
舎
の
機
能
面
も
本
庁
か
ら

情
報
シ
ス
テ
ム
を
移
転
し
、
移

動
系
の
防
災
行
政
無
線
も
本
庁

舎
か
ら
ア
ン
テ
ナ
と
基
地
局
を

移
設
し
て
い
る
。
同
報
系
の
防

災
行
政
無
線
は
、
操
作
卓
は
図

書
館
棟
に
移
設
し
て
い
る
が
、

十
四
山
支
所
か
ら
遠
隔
装
置
を

設
置
し
て
操
作
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︵
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
︶
も
情
報

設
備
機
能
を
移
転
し
た
の
で
問

題
な
く
、
従
来
と
差
も
な
く
対

応
で
き
る
。

⑷

災
害
協
定
都
市
は

年
４

23

月
に
、
海
部
地
方
消
防
相
互
応

援
協
定
、

年
２
月
に
海
部
７

24

市
町
村
相
互
応
援
協
定
、
９
月

に
千
葉
県
浦
安
市
と
相
互
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

７
月
に
は
西
尾
張
９
市
相
互
応

援
協
定
を
結
ぶ
予
定
で
あ
る
。

相
互
応
援
協
定
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
協
定
し
て
お
り
、

代
行
業
務
に
お
い
て
も
問
題
は

な
い
が
、
証
明
書
に
限
っ
て
い

え
ば
、
デ
ー
タ
の
作
成
や
管
理

に
お
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

浦
安
市
の
場
合
、
互
い
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
、
情
報
交
換

を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
土

交
通
省
木
曽
川
河
川
下
流
事
務

所
、
愛
知
県
、
海
部
地
方
な
ど

の
訓
練
に
参
加
し
て
、
さ
ら
に

定
期
的
に
諸
問
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
て
い
る
。

⑸

官
民
問
わ
ず
高
く
強
固
な

建
物
を
対
象
に
、
津
波
・
高
潮

か
ら
の
緊
急
避
難
場
所
の
指
定

を
し
て
い
る
。

年
度
か
ら
現

23

在
ま
で
で

カ
所
。
う
ち
公
共

46

施
設
が

カ
所
、
県
な
ど
が
５

17

カ
所
、
民
間
が

施
設
。

24

ま
た
、
緊
急
時
の
避
難
場
所

が
不
足
し
て
い
る
地
域
内
の
公

共
施
設
を
優
先
的
に
、
国
の
補

助
事
業
を
利
用
し
て
屋
外
階
段

設
置
や
屋
上
避
難
設
備
整
備
を

年
度
よ
り
５
カ
年
計
画
で
行

26っ
て
い
る
。

市
内
人
口
の
地
域
格
差
に
つ
い
て

南
部
・
十
四
山
地
区
の
現
状
は
？

問
本
市
で
特
に
注
視
す
べ
き
は
、

人
口
の
地
域
格
差
問
題
と
考
え

る
。
特
に
若
い
世
代
の
定
住
が

進
ま
な
い
大
藤
・
栄
南
・
十
四

山
地
区
の
現
状
を
尋
ね
る
。

人
口
の
減
少
と
高
齢
化
率
の

増
加
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る

答

総
務
部
長

①
こ
の

年
間
の
増
減
数
、

10

②

歳
以
上
の
高
齢
者
数
、
③

65
高
齢
化
率
に
つ
い
て
、
大
藤
小

学
校
区
は
、
①

人
の
減
少
、

212

②

人
、
③

・
７
％
。

935

29

栄
南
小
学
校
区
は
、
①

人
457

の
減
少
。
②

人
、
③

・
８
％
。

865

29

十
四
山
東
部
小
学
校
区
は
、

①

人
の
減
少
。
②

人
、
③

250

954

・
７
％
。

29
十
四
山
西
部
小
学
校
区
は
、

①

人
の
増
加
。
②

人
、
③

17

677

・
１
％
。

29
本
市
の
人
口
は
、
４
万
４
千

人
程
度
で
横
ば
い
だ
が
、
今

400後
は
少
子
・
高
齢
化
の
一
層
の

進
展
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

一般質問
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